
令和７年度指定管理業務評価シート

評価対象期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日 施設所管課 健康福祉課

施設名 三朝町立福祉センター 指定管理料 施設使用料と相殺

指定管理者名 社会福祉法人三朝町社会福祉協議会

指定管理期間 令和６年４月１日～令和９年３月３１日

施設の概要

所在地：三朝町大字横手50番地４
目的：町民に対数る福祉サービスを総合的に行う活動の拠点施設として設置
構造：鉄筋コンクリート平屋建
運営方針：誰もが住み慣れた地域の中で「安心していきいきと暮らせる町」をめざす。

指定管理者
の主な業務

施設の貸出、建物の管理
地域福祉活動事業、ボランティアセンター事業、介護保険事業、障がい者総合支援事業、受託事業

１．事業評価

モニタリング項目
指定管理者 施設所管課

自己評価 評価 確認方法 備考

（１）公共サービスの実施状況

協定書、仕様書、事業計画に基づく事業が適切
に行われたか

基準に基づき、適正な人員配置がなされたか

業務に必要な研修や職員の育成がなされたか

平等利用が確保され、利用者から利用許可に対
する苦情がないか

利用実績に関する帳簿が作成され、適正に管理
されているか

減免対象者は適切に減免しているか

地域の活性化等につながる活動等への配慮はあ
るか

聞取り

満足度調査を実施し、その結果は妥当か

利用者の苦情等を把握し、業務改善を実施して
いるか

利用者拡大のための改善、努力がなされている
か

（２）施設の維持管理の実施状況

施設の清掃、警備、衛生管理は適切に行われて
いるか

備品、設備、施設の点検・修繕は適切に行われ
たか

消耗品の補充が適切に行われているか

再委託先の業務を適切に管理しているか

点検等によって異常等が認められたとき、迅速
かつ適切に処置が実施されたか
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事業計画と事業報告により適切に実施してい
ることを確認

基準に基づき配置されていることを確認

内部研修10件、外部研修37件
全体研修で重点項目を共有
内容は復命で共有されている

適切に利用許可されている

評価対象期間中の利用許可に関して苦情はな
い

適切に管理され、町に毎月報告されている

利用申請とあわせて適切に行われている

地域に積極的に出向き、ゆけむりカフェ、福
祉教育などの事業を行っている

事業ごとにアンケートを実施し、共有するこ
とで改善につなげている

意見箱を設置するが近年は投書事例なし
新たに施設利用のアンケートを実施・分析

広報誌、町防災行政無線で事業を周知
事業所等と連携し拡大に努力

適切に行われている

適切に行われている

担当者を配置し適切に行われている

清掃等は再委託先から業務報告を受け適切に
管理されている

適切に行われている



（３）法令等の遵守状況

個人情報の管理は適切に行われたか

町税、国税、社会保険料等の滞納はないか

労働関係法規（労働基準法、労働安全衛生法、
最低賃金法等）を遵守しているか

設備、施設の法定点検、必要な届出は実施され
ているか

（４）施設運営に関する情報の公開・発信

ホームページ等可能な媒体を利用して情報公開
しているか

現地確認

施設案内、事業開催案内等について周知広報を
行っているか

満足度調査結果等を公表しているか

町への報告体制が確立されているか

（５）施設の経営状況

事業収支は妥当であるか

施設の運営に要する経費削減の取り組みは適切
になされているか

（６）リスク管理の状況

基準に基づき、保安、警備業務が適切に行われ
ているか

緊急体制マニュアル等は整備されているか、職
員に周知されているか

２．指定管理者の経営状況（全般）について

指定管理者

施設所管課

３．自主事業の実施状況（具体的な取り組み）について

指定管理者

施設所管課
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規程を定め適切に管理されている

適切に納付されている

適切に届出・支払い等が行われ、遵守されて

いる

消防設備点検等適切に行われている

実際のホームページを確認
適切に公開されている

広報紙、チラシ、HPや防災無線などで適切に
発信している。

内部共有にとどまっているので公表の方法を

検討していただく

毎月定例報告がされている
案件によって適宜町に協議

通帳・印鑑の管理も適切で、監査も適切に行

われている。経営状況も安定している。

光熱水費、コピー用紙削減の取り組みを行っ

ている

適切に行われている

職員研修で初動対応マニュアルを共有

年１回避難訓練を実施

　地域福祉関連事業については、社協の会費・寄附金、町・県の補助金や受託金等の財源確保
により安定的に推進している。支援を必要とする人への取り組みの一環として、障害者総合支
援事業や介護保険サービスを提供し、在宅生活支援に努めている。法人全体としての収支管理
により安定的に経営している。

　開館以来、福祉センターの指定管理者として適正に事業の運営、管理に努められている。

　集落福祉推進、愛の輪運動による見守り活動、ボランティア活動支援、福祉教育推進、総合
相談所運営等を実施することで、「共に支え合う地域づくり」「地域を支える人づくり」に努
めた。
福祉センター利用状況：集いの場（老人クラブ、サロン、ボランティア等）延べ3,123人。
　　　　　　　　　　　デイサービス・日中一時　延べ7,430回
　　　　　　　　　　　入浴利用　延べ10,320人

　施設の管理や町からの委託事業に加え、成年後見制度の法人受任など、法人独自に地域福祉
に資する事業に積極的に取り組まれている。



４．総括評価

指定管理者

施設所管課

　サービス利用者のため、職員の質の向上を目的に計画的に研修を実施し、またアンケー
ト調査の実施など利用者の声を聞きながら事業を進められている。また、定期的な施設の
点検、修繕を行うなど速やかな対応に努めている。今後も良好な管理業務実施のため、指
定管理者と協議を行いながら施設の維持向上に努める。

５．その他特記事項（※施設担当課記載欄）

特に評価される点

改善が望まれる点

総括評価

Ａ

　地域における支え合い体制づくりを引き続き重点に据え、集落福祉活動や生
活支援体制整備事業、サロン活動などを通じて、住民同士がつながり合う地域
づくりを進めた一年であった。支え愛マップづくりや福祉学習会など、住民が
主体となる取組が複数の集落で実施され、地域課題を共有しながら支え合いの
仕組みを育む動きが着実に広がっている。
　介護サービス事業では、通所介護の利用者数が増加し、個別機能訓練や外出
行事の充実により、利用者の生活の質向上に寄与した。訪問介護や障がい福祉
サービスについても必要な支援を継続的に提供し、地域で安心して暮らし続け
られる環境づくりに努めた。
　福祉センターの管理運営では、指定管理者として施設修繕や設備更新を行
い、安全性と利便性の向上を図るとともに、利用者数も計画を上回る結果と
なった。

　三朝町立福祉センターの開設以来、その管理を実施され、今日まで適正に運営をされてい
る。独自事業にも積極的に取り組まれ、地域福祉の拠点としての地位を確立している。今後も
引き続き三朝町の福祉の中心的な拠点としての役割を果たされたい。

　アンケート結果の公開方法について検討されたい。



評価基準

　（２）総括評価

　（１）項目別評価

Ａ 求める管理水準を満たし、かつ水準よりも優れた内容がある

Ｂ 求める管理水準が適切に実施されている

Ｃ 求める管理水準に概ね沿った内容ではあるが、一部に課題がある

Ｄ 求める管理水準に沿っていない内容があり、改善を要する

Ｅ 求める管理水準が遵守されてなく、不適切な管理運営がされている

Ａ 項目別評価が全てＢ以上（適切等）であり、かつＡが70％以上である

Ｂ 項目別評価が全てＣ以上であり､かつＢ以上が70％以上である<Ａ以外>

Ｃ 項目別評価が全てＣ以上である<Ａ及びＢ以外>

Ｄ 項目別評価にＤが含まれている

Ｅ 項目別評価にＥが含まれている


